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子
育
て
世
帯
の
定
住
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、子
育
て
し
や
す
い
便
利
な
機

能
を
多
く
採
用
し
、子
ど
も
の
健
康
と
成

長
へ
の
配
慮
を
施
し
た
住
宅
を
建
設
し
ま

し
た
。

　  

入
居
資
格

〇
子
育
て
世
帯（
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯
）や
新
婚
世
帯

〇
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

〇
持
ち
家
が
な
い
こ
と（
親
な
ど
の
名
義

の
持
ち
家
で
あ
る
が
、納
税
義
務
者
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。）

〇
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
の
中

に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ
と

※

現
在
の
住
所
は
問
い
ま
せ
ん
。市
内
・

市
外
に
関
わ
ら
ず
、申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

  

申
込
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

２
月
１
日（
金
）〜
13
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

  

申
し
込
み
方
法　

建
築
住
宅
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
建
設
課
に
備
え
付
け
の
申
込

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

  
場
所　

松
山
町
大
飯
坂
字
下
川
端（
大
荒

井
団
地
内
） 

  

学
区　

松
山
小
学
校
、第
二
中
学
校

  

募
集
戸
数　

５
戸

平
屋
タ
イ
プ
２
戸（
84
・
４
㎡)

、２
階
タ

イ
プ
３
戸（
91
㎡
）※
す
べ
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

  

月
額
家
賃

平
屋
タ
イ
プ
４
万
４
７
０
０
〜
５
万
９
７

０
０
円

２
階
タ
イ
プ
４
万
９
０
０
０
〜
６
万
４
０

０
０
円

※

収
入
基
準
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

  

選
考
方
法　

家
族
構
成
か
ら
な
る
選
考

基
準
と
、公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

  

公
開
抽
選
予
定
日　

３
月
１
日（
金
）

  

入
居
開
始
予
定
日　

３
月
18
日（
月
）以
降

  

内
覧
会　

２
月
３
日（
日
）、４
日（
月
） 

午

前
10
時
〜
午
後
３
時

※

日
程
の
合
わ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、別

途
対
応
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

建
築
住
宅
課

☎（
24
）５
２
４
６ 

ま
た
は
各
総
合
支
所
建

設
課

子育て世帯向け定住促進

「わくわく子育て住宅」が完成しました！

問
申
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子育て世帯向け定住促進
「わくわく子育て住宅」が完成しました

平成29年度決算
 
平成29年度水道事業（公営企業）の決
算状況

わくわく！いきいき！高齢者  

きらレポvol.28

健康だより

拓け喜多方　まなびのトビラ
（生涯学習だより）
                                
喜多方フォトニュース

情報ステーション
補助・支援

募集

お知らせ

年金／ふるさと納税

道路上にはみ出している樹木などの管理
のお願い／『わくわく市政ふれあいトーク』
対話内容

喜多方の企業　キラリと輝く事業所
紹介

市営住宅入居者募集

2019年喜多方市農作業料金基準表

2019年喜多方市農地賃借料情報

相談／休日当番医／献血

わくわく市政ふれあいトーク／美術
館／図書館

ふるさとの遺産／人口

広報きたかた　2019. ２　③

設計コンセプト
（1） 子育てしやすい住居空間の確保

（2） 住宅内における安全性の確保

（3） ランニングコストの軽減化が図れる設備機器の導入

特徴など

押
入

収
納

収
納

屋根付き
ポーチ

浴室暖房
換気扇
設置

（平屋タイプ）
※２階タイプでは洋室が２階になります。

収納
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平成29年度

　歳入は、市税や使用料及び手数料
など自治体自らが集めるお金｢自主
財源｣と、地方交付税や市債など国、
県から交付されるお金｢依存財源｣に
分かれています。
　自主財源は、前年度と比較して６
億7,005万円（8.5%）の増となってい
ます。この主な要因は財産収入およ
び繰入金が増加したことによりま
す。
　依存財源は、前年度と比較して3
億7,746万円（2.0%）の増となってい
ます。この主な要因は、市債、地方消
費税交付金および自動車取得税交付
金などの増加によるものです。

決算

　歳出において、最も大きいものは
社会福祉、児童福祉、生活保護などに
使われる民生費です。昨年度と比較
して9,492万円（1.4%）の増となって
います。
　また、庁舎の建設・維持管理、税の
徴収に関する事務、統計調査および
交通安全などに使われる総務費は９
億5,985万円（23.2%）の増となって
おり、除雪や道路・橋・公園の維持
や管理、都市計画事業などを行う土
木費も４億7,652万円（16.9%）の増
となっています。

●平成29年度一般会計の決算状況

一般会計は 6億 2,204 万円の黒字決算
　平成29年度における一般会計の決算額は、歳入が279億31万
円(収納率98.2%)、歳出が272億7,827万円(執行率96.0%)となり、
歳入歳出差引では6億2,204万円の黒字となりましたが、翌年度
へ繰り越すべき財源1億2,430万円を控除した実質収支額は、4
億9,774万円でした。

歳入   279億31万円

歳出   272億7,827万円

市税
48億2,942万円

17.3%
分担金及び負担金
1億 8,921万円

0.7%

使用料及び手数料
3億5,294万円
1.3%

財産収入など
31億4,402万円

11.3%

財産収入など
31億4,402万円

11.3%

地方譲与税など
12億3,674万円

4.4%

地方交付税
104億9,851万円

37.6%

国庫支出金
27億 9,924万円

10.0%

県支出金
20億2,819万円

7.3%

市債
28億2,204万円

10.1%

総務費
50億9,033万円

18.7%

民生費
70億4,500万円

25.8%衛生費
31億1,315万円
11.4%

農林水産業費
16億 7,488万円

6.1%

商工費
12億2,208万円

4.5%

土木費
32億9,787万円
12.1%

消防費など
（議会費、災害復旧費、労働費含む）

12億3,470万円
4.5%

教育費
23億3,485万円

8.6%

公債費
22億6,541万円

8.3%

一般会計決算歳出の概要

一般会計決算歳入の概要
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総務費

10万5,179 円

民生費

14万5,567円

衛生費

6万4,325 円

農林水産業費

3万4,607 円

商工費
2万5,251 円

土木費
6万8,142 円

教育費
4万8,244 円

公債費
4万6,809 円

その他
（消防費、議会費、災害復旧費、労働費）

2万5,512 円

財政課　財政係☎（24）5213

平成 29年度の決算が、12月定例市議会で認定されました。 
その内容についてお知らせします。

※平成30年3月31日現在の住民基本台帳人口4万8,397人・世帯数1万8,583世帯にて算出

～1人当たり・1世帯当たりの 
　　　市税負担と市民サービスはどうなっているの？～
【市税負担】：市民の皆さんが負担した税金は…
 1人当たりの負担額（市税÷人口）　　　　　　　　　9万9,788円 

 1世帯当たりの負担額（市税÷世帯数）　　　　　　  25万9,884円

【市民サービス】：1人当たり、1世帯当たりに使われたお金は…
 1人当たりのサービス（歳出決算額÷人口）　　　　　56万3,636円 

 1世帯当たりのサービス（歳出決算額÷世帯数）　　146万7,915円 

●平成 29年度財政指標

実質公債費比率

年間の借金返済額の割合。18％を超えると
地方債の発行に国の許可が必要となり、
25％を超えると単独事業の地方債の発行
が認められなくなります。

8.7％

経常収支比率

市債の返済など義務的な経費に、市税など
経常的な財源が充てられる割合。数値が高
いほど財政的に弾力性がないことを意味し
ます。

93.7％

財政力指数

標準的な行政サービスをするためのお金を
自ら賄える割合。指数が高いほど財政的に
ゆとりのある団体となります。

0.370

●平成 29年度各特別会計の決算状況
会　　計　　名 収入済額 支出済額

国民健康保険事業特別会計 69億9,713万円 62億1,046万円

後期高齢者医療事業特別会計 5億 4,293万円 5億4,261万円

介護保険事業特別会計 54億 5,573万円 53億6,990万円

公有林整備事業特別会計 1,490万円 1,490万円

塩川駅西土地区画整理事業特別会計 5,564万円 5,564万円

工業団地造成事業特別会計 3,885万円 3,885万円

農業集落排水事業特別会計 1億9,952万円 1億9,952万円

下水道事業特別会計 14億6,130万円 14億6,026万円

駒形財産区特別会計 1,445 万円 18 万円

一ノ木財産区特別会計 3,959万円 52 万円

早稲谷財産区特別会計 1,904万円 37 万円

～市民サービスをもっと詳しくみてみると～ 
 歳出決算額を目的別に分類し、1人当たりの額を算出した金額は次のとおりです。
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《
主
な
用
語
の
意
味
》

一
般
会
計

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を
な
す
会
計
で
、

行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
全
般
を
計
上
す
る
会
計

で
す
。

繰
入
金

　

地
方
公
共
団
体
の
各
会
計
間
、一
般
会
計
、特
別
会

計
、基
金
な
ど
の
会
計
間
に
お
け
る
現
金
の
移
動
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

国
県
支
出
金

　

国
、県
の
事
務
、事
業
を
行
っ
た
場
合
や
社
会
資
本

の
た
め
の
事
業
な
ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と
し
て
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
な
ど
が
該
当
し
ま

す
。

財
産
収
入

　

市
が
有
す
る
財
産
を
貸
し
た
り
売
却
し
た
り
し
た

場
合
な
ど
に
生
じ
る
現
金
収
入
を
い
い
ま
す
。

市　

債

　

学
校
建
設
、道
路
の
整
備
、上･

下
水
道
の
整
備
な

ど
の
た
め
、県
知
事
の
同
意
な
ど
を
受
け
て
政
府
資

金
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
し
、長
期
に
わ
た
り

返
済
し
て
い
く
も
の
で
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料

　

使
用
料
は
、市
が
有
す
る
行
政
財
産
や
公
の
施
設

を
使
用
し
た
場
合
に
、使
用
さ
れ
た
方
が
納
め
る
も

の
で
す
。（
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど
）

　

手
数
料
は
、市
が
特
定
の
方
の
た
め
に
業
務
を

行
っ
た
場
合
に
、業
務
を
受
け
た
方
が
納
め
る
も
の

で
す
。（
各
種
証
明
手
数
料
な
ど
）

地
方
交
付
税

　

地
方
自
治
体
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
し
、す

べ
て
の
地
方
公
共
団
体
が
一
定
の
水
準
を
維
持
で
き

る
よ
う
財
源
を
保
証
す
る
目
的
で
、国
が
徴
収
す
る

税
金（
所
得
税
、法
人
税
、酒
税
、消
費
税
な
ど
）の
中

か
ら
市
の
財
政
需
要
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

地
方
譲
与
税

　

国
の
税
金
の
一
部
が
一
定
の
基
準
に
よ
り
市
に
譲

与
さ
れ
る
税
金
を
い
い
、自
動
車
重
量
譲
与
税
や
地

方
揮
発
油
譲
与
税
が
該
当
し
ま
す
。

特
別
会
計

　

一
般
会
計
に
対
し
、特
定
の
目
的
の
歳
入
歳
出
に

つ
い
て
経
理
す
る
た
め
、条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ

た
会
計
で
す
。

●平成29年度一般会計の主な歳出経費
総務費  商工費
新総合支所庁舎建設事業費 9億 5,673万円 商工業振興対策経費 1億1,685 万円

電子計算機管理経費 2億 4,976万円 中小企業振興対策経費 3億7,137 万円

地域振興経費 1億 3,814万円 観光振興諸費 6,672 万円

公共交通経費 1億 2,852万円 観光施設管理経費 1億1,870 万円

Ｖ-Low マルチメディア経費 4億 3,995万円 保養施設管理経費 1億5,102 万円

戸籍住民基本台帳管理経費 9,022万円 観光誘客対策経費 5,669 万円

民生費 土木費

国民健康保険事業費 4億958万円 道路橋梁維持経費 2億3,849 万円

障がい者福祉援護経費 7億592万円 除雪経費 9億7,701 万円

高齢者福祉施設管理経費 1億 7,106万円 喜多方・塩川線道路整備事業費 6,135 万円

老人保護措置経費 1億 4,331万円 道路改良事業費 1億9,369 万円

介護保険事業費 8億 2,287万円 御清水沿道整備街路事業費 8,319 万円

保育所運営委託経費 8億441万円 街なみ環境整備事業費 1億982 万円

地域型保育給付等事業経費 2億 2,130万円 公園管理経費 8,455 万円

児童手当支給経費 7億 1,306万円 公営住宅管理経費 6,614 万円

こども園管理運営経費 3億 5,139万円 子育て世帯向け定住促

進住宅等整備事業費
1,898 万円

児童館管理運営経費 2億 7,184万円
消防費

生活保護給付費 6億 6,649万円
常備消防経費 7億3,906 万円

衛生費 消防団運営経費 1億1,067 万円
老人等医療給付経費 9億 2,096万円

消防施設整備事業費 2,305 万円
環境衛生諸費 3億 9,044万円

防災対策経費 2,037 万円
健康増進経費 1億 1,811万円

教育費
子ども医療給付費 1億 8,040万円

義務教育運営経費 9,452 万円
塵芥処理経費 6億 9,258万円

小学校管理経費 2億1,760 万円

労働費 中学校管理経費 4億5,254 万円

雇用促進対策経費 1,508万円 社会教育推進経費 5,987 万円

農林水産業費 喜多方プラザ管理経費 6,516 万円

農業振興対策経費 1億131万円 美術館運営経費 5,584 万円

多面的機能支払経費 2億 5,088万円 公民館運営経費 8,026 万円

中山間地域等対策経費 2億980万円 図書館運営経費 5,859 万円

水田農業構造改革対策経費 6,673万円 体育館管理経費 6,097 万円

土地改良経費 1億 9,444万円 学校給食経費 2億6,817 万円
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収
益
的
収
支

　

水
道
水
を
つ
く
り
、家
庭
な
ど
に
お
届

け
す
る
た
め
の
経
費
で
、収
入
総
額
が
12

億
６
４
３
万
円（
税
抜
）、支
出
総
額
が
11

億
59
万
円（
税
抜
）と
な
り
ま
し
た
。損
益

計
算（
税
抜
）に
お
い
て
、当
年
度
純
利
益

は
１
億
５
８
４
万
円
と
な
り
、建
設
改
良

積
立
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

  

資
本
的
収
支

　

施
設
整
備
に
関
す
る
工
事
な
ど
の
経
費

で
、収
入
総
額
が
５
億
９
７
７
５
万
円（
税

込
）、支
出
総
額
が
10
億
３
５
９
５
万
円

（
税
込
）と
な
り
、収
入
不
足
額
４
億
３
８

２
０
万
円（
税
込
）は
、過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
な
ど
で
補
填
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
主
な
工
事（
税
込
）

○
入
田
付
地
内
配
水
管
布
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　

   

・
・
・
３
８
５
１
万
円

○
東
栄
橋
配
水
管
橋
梁
添
架
工
事

　
　
　
　
　
　
　

   

・
・
・
２
２
２
０
万
円

○
東
四
ツ
谷
地
内（
そ
の
２
）下
水
道
関
連

布
設
替
工
事 　
　

      

・
・
・
９
９
１
万
円

○
熱
塩
浄
水
場

　

受
変
電
動
力
設
備
更
新
工
事

　
　
　
　
　

   

・
・
・
２
億
２
７
８
７
万
円

　

急
速
ろ
過
設
備（
１
系
）更
新
工
事

　
　
　
　
　

   

・
・
・
１
億
１
３
４
０
万
円

問

平
成
29
年
度
水
道
事
業（
公
営
企
業
）の
決
算
状
況

  

水
道
課　
業
務
係

☎（
22
）１
５
６
１

※ 消費税抜きの金額です。

収
入

水道を届けるための収入・支出

支
出

収
入

支
出

収入総額　12億643万円

※消費税込みの金額です。
※補填財源には減価償却費や積立金が充てられています。

収入総額　  5億9,775万円

支出総額　11億59万円

支出総額　10億3,595万円

水道施設を建設するための収入・支出

営業費用
10億3,690万円

営業外費用
5,762万円

特別損失
607万円

純利益
1億584万円

営業収益
9億6,710万円

営業外収益
2億3,786万円

特別利益
147万円

建設改良費
6億9,240万円

企業債償還金
3億4,069万円

企業債
3億3,670万円

出資金
1億4,965万円

補助金
7,600万円

負担金
3,518万円

繰入金
22万円

補填財源
4億3,820万円

●給水状況
給 水 件 数 1 万 7,269 件

給 水 人 口 4 万 2,630 人

年間配水量 521 万 3,855 ㎥

有 収 水 量 420 万 7,102 ㎥

有 収 率 80.7 %

●貸借対照表
資産の部 負債の部

固定資産 140億 3,883万円 固定負債 24億 9,504万円
有形固定資産 131億 7,901万円 企業債 24億 7,294万円
無形固定資産 8億 5,955万円 引当金 2,210万円
投資その他の資産 27万円 流動負債 4億 6,784万円
流動資産 8億 4,543万円 企業債 2億

1億
9,524万円

現金預金 6億 8,591万円 未払金 4,211万円
未収金 1億 4,811万円 引当金 659万円
貯蔵品 1,141万円 預り金 2,390万円

繰延収益 43億 6,483万円
長期前受金 74億 8,801万円
長期前受金
収益化累計額 △31億 2,318万円

負債合計 73億 2,771万円
資本の部

資本金 73億 5,298万円
資本金 73億 5,298万円
剰余金 2億 0,357万円
資本剰余金 4 万円
利益剰余金 2億 0,353万円
資本合計 75億 5,655万円

資産合計 148億 8,426万円 負債資本合計 148億 8,426万円

固定資産購入費
286万円

ほ
て
ん
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《
生
活
の
不
便
さ
や
不
安
》

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
安

心
し
て
生
活
を
し
た
い
と
願
う
も

の
で
す
が
、一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
に
と
っ

て
は
、生
活
に
不
便
さ
や
不
安
を
感

じ
る
こ
と
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、地
域
に
お
け
る

支
え
合
い
活
動
や
民
間
企
業
な
ど

が
行
う
高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
、少
し
で
も
生

活
の
不
便
さ
や
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
は
重
要
で
す
。

《
高
齢
者
向
け
生
活
支
援
ガ
イ
ド
》

　

高
齢
者
向
け
の
生
活
支
援
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た「
喜
多

方
市
高
齢
者
向
け
生
活
支
援
ガ
イ

ド
」を
各
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
に
は
、「
市
が
行
っ

て
い
る
事
業
」、「
地
域
住
民
に
よ
る

つ
ど
い
の
場
」、「
民
間
事
業
所
が
高

齢
者
向
け
に
行
っ
て
い
る
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

市
内
に
は
、高
齢
者
が
集
ま
り
活

動
す
る
場
や
高
齢
者
を
支
援
す
る

民
間
事
業
所
な
ど
が
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
ガ
イ
ド
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

  

高
齢
福
祉
課  

地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係

☎（
24
）５
２
４
２

問

　さまざまな団体が太極拳教室を実施しています。
寒さで閉じこもりがちのこの時期、あなたも受講生
になり、太極拳で体を動かしてみませんか。
　詳しくは、直接問い合わせてください。
　 高齢福祉課  介護予防係 ☎（24）5242問

＜団　  体＞
名 称 コースなど 問い合わせ先

塩川太極拳愛好会 入門太極拳、初級太極拳、24式太極拳 代表者 高畠 猛 ☎ (27 )3037
山都町太極拳愛好会 入門太極拳、初級太極拳など 代表者 湯田 功 ☎ (38 )2475
喜多方太極拳愛好会
放鬆クラブ

入門・初級太極拳、32式太極剣、24式
太極拳、太極扇 代表者 木戸 京子 ☎ (24 )3890

ふぉんゆん
武術太極拳教室

初心者クラス 代表者 新田 元子
☎ 090 -7560 -7516ジュニアクラス

喜多方太極拳クラブ 火曜日・金曜日・土曜日 代表者 竹内  まち子 ☎ (23 )1095

太極拳ｈａｏ喜多方

入門・初級教室（昼）ひめさゆり（夜）すいれん

代表者 佐々木 洋子
☎ (23 )0389

24式太極拳はじめてコース（昼）花組
24式太極拳習得コース（昼）彩組
24式太極拳習得コース（夜）星組
24式太極拳研究コース（夜）月組
32式太極剣 套路習得コース
42式太極剣 復習コース
太極扇コース
楊式太極拳コース
練功十八法教室
指導員養成および推手

松山町太極拳教室 入門太極拳、練功十八法など
高齢福祉課 ☎ (24 )5242太極拳教室

（関柴公民館）
24式太極拳、32式太極剣

＜公民館事業＞
区分 問い合わせ先

岩月公民館 岩月太極拳教室 (22 )1324
熊倉公民館 太極拳教室 (22 )1801
豊川公民館 太極拳教室 (22 )0266

堂島地区公民館 太極拳教室 (27 )2362
駒形地区公民館 こまがた太極拳教室 (27 )8515
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経
営
者
と
な
っ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

幼
い
頃
か
ら
職
人
の
せ
ん
べ

い
焼
き
の
後
ろ
姿
を
ず
っ
と
見

て
き
ま
し
た
。私
は
４
人
兄
弟
の

次
女
で
す
が
、せ
ん
べ
い
屋
が
好

き
な
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
に
い

た
の
で
、先
代
が
亡
く
な
っ
て
家

業
を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

経
営
の
中
で
特
徴
的
な
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

　

経
営
に
関
し
て
は
全
く
の
素

人
で
し
た
の
で
、ま
ず
は
店
内
や

窯
場
の
掃
除
、道
行
く
人
に
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。ま
た
、お
客
様
目
線

で
ど
の
よ
う
な
商
品
を
買
い
た

い
の
か
、お
店
に
入
っ
て
ど
ん
な

こ
と
が
嬉
し
い
の
か
を
考
え
、商

品
や
接
客
な
ど
を
全
体
的
に
見

直
し
ま
し
た
。　　

　

伝
統
を
残
し
な
が
ら
も
か
わ

い
ら
し
さ
を
取
り
入
れ
、現
在
の

経
営
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
職
場
と
し
て
の
工

夫
は
あ
り
ま
す
か
。

　

従
業
員
の
家
族
が
利
用
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
時
や
、家

族
の
体
調
不
良
な
ど
の
事
情
に

対
応
で
き
る
よ
う
、シ
フ
ト
を
交

換
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
の
成

果
や
課
題
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　

私
が
千
葉
県
で
パ
ー
ト
勤
務

を
し
て
い
た
時
、仕
事
と
育
児
の

両
立
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
の

で
、家
庭
を
大
切
に
し
た
働
き
や

す
い
職
場
で
あ
り
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。職
場
の
体

制
整
備
や
周
囲
の
理
解
、信
頼
関

係
で
、従
業
員
同
士
助
け
合
い
、

作
業
の
分
担
を
し
て
い
ま
す
。一

時
的
に
仕
事
を
抜
け
た
従
業
員

が
戻
っ
た
後
は
、よ
り
一
層
の
頑

張
り
で
仕
事
に
専
念
し
て
い
ま

す
。

普
段
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
。

　

ま
ず
は
自
分
の
笑
顔
で
身
近

な
人
、家
族
や
従
業
員
、お
客
様

に
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

そ
し
て
、そ
の
人
た
ち
を
取
り
巻

く
周
囲
の
方
々
に
も
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
い
、笑
顔
の
連
鎖
が

続
い
て
い
け
ば
嬉
し
い
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
ど
の

よ
う
な
姿
と
考
え
ま
す
か
。

　

我
が
家
で
は
、長
男
長
女
そ
れ

ぞ
れ
が
１
歳
の
頃
に
約
２
年
間
、

夫
が
家
事
育
児
を
し
ま
し
た
。私

は
仕
事
の
大
変
さ
を
知
り
、夫
は

子
育
て
の
大
変
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、固

定
観
念
を
持
た
ず
柔
軟
に
思
い

や
り
を
持
っ
て
協
力
し
て
い
く

社
会
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

１
０
０
年
以
上
続
く
伝
統
の

製
法
を
大
切
に
、新
し
い
こ
と
も

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、全
国
の
方
々
に

『
た
ま
り
せ
ん
べ
い
』を
知
っ
て

も
ら
い
、喜
多
方
を
訪
れ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。そ
の
際
は
、笑

顔
で
最
高
の
お
も
て
な
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

問

　1900（明治33）年創業。せんべいの製造、販売。100年前から変わらない製法で、一枚一枚、職人の手によって
焼き上げられる山中煎餅本舗のせんべい。レンガ窯の炭火は、赤々とせんべいを内側まで熱し、風味を逃さな
い。原材料を吟味し、蔵のまち喜多方ならではの味を伝えていきた
い。そんな願いが込められています。
　全国推奨観光土産品審査会では、  「喜多方たまりせんべい16枚
箱」が日本観光振興協会長賞を受賞。同審査会では３年連続受賞。
　日本の優れた商品やサービスを国内外に発信する「おもてなしセレクション2018」では、サービス・体験
部門で「せんべい炭火焼き体験」が受賞。（東北唯一）

取
材
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
８
年
生
ま
れ
。結
婚
後
は
千
葉

県
で
夫
と
子
ど
も
２
人
で
の
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
、２
０
１
１
年
に
家

業
を
継
ぎ
、千
葉
県
と
喜
多
方
を
往
来
す

る
生
活
と
な
り
ま
し
た
。２
０
１
７
年
に

は
、拠
点
を
喜
多
方
に
移
し
、山
中
煎
餅

本
舗
の
経
営
者
、そ
し
て
職
人
と
し
て
老

舗
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

山
中
煎
餅
本
舗

代  
表

渡
部
ひ
と
み
さ
ん
に

　
　
　
　
　

   
聴
く

せんべい焼き体験の
指導をするひとみさん
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妊
娠
に
気
付
い
た
ら
、早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
機
関
で
妊
娠（
出
産
予
定
日
）が

確
認
さ
れ
た
ら
、妊
婦
さ
ん
自
身
が
早

目
に
市
窓
口
で
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
ま
し
ょ
う
。母
子
健
康
手
帳
の

交
付
と
と
も
に
、妊
婦
健
康
診
査
を
公

費
の
補
助
で
受
け
ら
れ
る
受
診
券
や
、保

健
師
に
よ
る
相
談
・
各
種
の
情
報
提
供

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

妊
婦
健
康
診
査
は
、母
子
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。自
覚
症
状
が
な
く
順
調
に
見
え
て

も
ト
ラ
ブ
ル
が
隠
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。特
に
気
掛
か
り
な
こ
と
が
な

く
て
も
定
期
的
に
受
診
し
、健
康
状
態

や
胎
児
の
育
ち
具
合
を
確
認
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

※

交
付
の
際
に
持
参
す
る
も
の…
妊
婦

の
個
人
番
号
カ
ー
ド
、ま
た
は
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証

　

妊
娠
中
の
喫
煙
は
、切
迫
早
産
、前
期

破
水
、常
位
胎
盤
早
期
剥
離
を
起
こ
し

や
す
く
、胎
児
の
発
育
に
悪
影
響
を
与

え
ま
す
。ま
た
、妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
そ

ば
で
の
喫
煙
も
、乳
幼
児
突
然
死
症
候

群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）と
関
係
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。妊
婦
自
身
の
禁
煙
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、周
囲
の
方
も
妊
婦

や
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で
喫
煙
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、ア
ル
コ
ー
ル
も
胎
児
の
発
育

（
特
に
脳
）に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。妊

娠
中
や
授
乳
中
は
飲
酒
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

お
母
さ
ん
の
健
康
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健

や
か
な
発
育
の
た
め
に
、体
重
が
増
え

る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、ま
た
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。妊
娠
前
か
ら

の
健
康
な
体
づ
く
り
が
大
切
で
す
が
、

妊
娠
中
も
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
す

る
た
め
に
、体
重
増
加
を
適
正
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。妊

娠
中
の
望
ま
し
い
体
重
増
加
量
は
妊
娠

前
の
体
型
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

左
記
の
表
の
推
奨
体
重
増
加
量
を
目
安

に
、食
事
の
内
容
、取
り
方
、生
活
の
仕

方
を
考
え
、体
重
の
増
え
方
が
順
調
か

医
師
や
助
産
師
の
助
言
を
受
け
な
が
ら

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら

妊
娠
中
、授
乳
中
は
禁
煙
・
禁
酒
を

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て

　

   「
望
ま
し
い
体
重
増
加
」を

健
や
か
な
妊
娠
と
出
産
の
た
め
に

※BMI(Body Mass Index); 体重(㎏)/身長(ｍ)

非妊娠時の体格区分 妊娠全期間を通して
の推奨体重増加量

低体重(やせ)
BMI18.5未満

9～12 ㎏

ふつう
BMI18.5以上 25.0未満

7～12 ㎏

肥満
BMI25.0以上

おおよそ5㎏を目安

　

妊
娠
中
の
母
体
に
は
、お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
の
発
育
が
進
む
に
つ
れ
て

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い

き
ま
す
。

　

母
子
と
も
に
健
や
か
な
妊
娠
・

出
産
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
押
さ
え

て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

2
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妊
産
婦
さ
ん
に
対
す
る
配
慮
を
周
囲

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
た
め
の
マ
ー

ク
で
す
。周
囲
の
方
の
温
か
な
配
慮
が
、

安
心
・
安
全
な
妊
娠
出
産
に
つ
な
が
り

ま
す
。日
常
生
活
の
中
で
、マ
タ
ニ
テ
ィ

マ
ー
ク
を
付
け
た
妊
産
婦
さ
ん
を
見
か

け
た
ら
、配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

   

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

【作り方】  
①ブロッコリーは小房に分け色よくゆでておく。しめじは石づき
　を取って手でほぐし、玉ねぎは厚さ5㎜のくし切りにする。
②さけは食べやすい大きさに切り、塩・こしょうをふる。
③フライパンにバター半量を熱し、 さけを入れ両面色よく焼き
　取り出しておく。 フライパンに残りのバターを入れ、  玉ねぎ
　・しめじを炒め、  小麦粉をふり入れ粉っぽさがなくなるまで
　炒め、※を少しずつ加え、とろみがつくまで混ぜる。
④③にさけを戻し入れ、 ゆでたブロッコリーを加える。ひと煮
　立ちさせ、塩少々で味を調える。

【材料（４人分）】 
 生さけ200g、ブロッコリー 150ｇ、しめじ50g、玉ねぎ
100ｇ、バター 20ｇ、小麦粉15ｇ、塩・こしょう少々
※【酒15ml、鶏ガラスープの素5ｇ、牛乳(豆乳)200ml、
水100ml】

　一日の始まりの朝食は、内臓を目覚めさせ、消化や代謝
のリズムを整えます。規則正しい生活リズム、バランスの
とれた食事は身体を成長させるためだけではなく、脳
（心）の成長・発達のためにもとても大切です。
　また、成長ホルモンは、寝入って最初にやってくる深い
眠りの時に一番たくさん出ます。子どもだけでなく大人
でも「ぐっすり眠って、きちんと食べ、しっかり動く」こと
で作業の効率がアップしたり、心が元気になりますので、
「早寝・早起き・朝ごはん」を習慣化しましょう。

▲ 母子健康手帳交付時に、「交通安全マタ
　 ニティステッカー」 、 「マタニティ不織
　 布バッグ」を配布しています

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
知
っ
て
い
ま

す
か
？

問
　低出生体重児（出生体重が2,500ｇ未満の新生児）が増え
ている傾向にあります。
　平成28年度、低出生体重児の原因分析を行いました。そ
の結果、

という傾向が見られました。
　お腹の赤ちゃんに必要なエネルギーや栄養素は、全て胎
盤を通して与えられます。また、母体にも適度なエネル
ギーとバランスの良い栄養素が必要です。１日３食バラン
スの良い食事で、必要なエネルギーや栄養素をしっかりと
取りましょう。

「母の妊娠前の体格が痩せ、または肥満の割合が高い」
「母の妊娠期間中の体重増加が少ない傾向にある」
「母が妊娠期間中に喫煙者である割合が明らかに高い」



　

１
月
13
日
に
喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
二
十

歳
を
迎
え
る
約
４
０
０
人
が
出
席
し
、

平
成
31
年
喜
多
方
市
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
部
で
は
、新
成
人
を
代
表
し

て
、小
池
祐
太
さ
ん
と
上
野
凛
花
さ
ん

に
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
一
栄
市
議
会
議
長
か
ら
の
祝
辞

の
後
、慶
徳
小
学
校
６
年
生
の
武
藤
晃

さ
ん
と
佐
々
木
結
愛
さ
ん
か
ら
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、伊
藤
爽
さ
ん
が
二
十
歳
と

し
て
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
の
部
で
は
、新
成
人
で
組

織
す
る
実
行
委
員
会
の
渡
部
美
由
紀
さ

ん
と
渡
邊
玲
央
さ
ん
が
司
会
を
行
い
、

実
行
委
員
会
が
制
作
し
た
思
い
出
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
、 

こ
の
日

広報きたかた　2019. ２　⑫☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

生 涯 学 習 だ よ り

平成最後の成人式が開催されました。平成最後の成人式が開催されました。平成31年 成 人 式平成31年 成 人 式
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一
番
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

出
席
者
は
友
人
の
姿
に
歓
声
を
上
げ
、

恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

小
ホ
ー
ル
で
は
、新
成
人
た
ち
が
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、各
中
学
校
の

制
服
、卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
展
示
や
、

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。金
屏
風
や
市
の
パ
ネ
ル
の
前
で
、に

ぎ
や
か
に
写
真
を
撮
り
合
い
、思
い
出

に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

   

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

生 涯 学 習 だ よ り

伊藤　爽さん

二十歳の誓い
問

　新しく成人の仲間入りをする私たちの門出に対し、こ

のような盛大な式を開催していただき、誠にありがとう

ございます。

　晴れて、成人として出発する私たちに、多くの皆さま

から温かい祝福のお言葉をいただき、新成人一同御礼申

し上げます。

　私たちは、社会がめまぐるしく変化してきた平成の時

代に生まれ、本日、成人式という大きな通過点を迎える

ことができました。

　成人となった私たちには、楽しいことだけではなく、

さまざまな困難が待ち受けていると思います。しかし、

いつの時代でも、社会人としての自覚や自分の言動に責

任を持ち、どんな困難でも乗り越えられる立派な大人に

なれるよう努力してまいります。

　今日、私たちがここに集い、笑顔で成人式を迎えるこ

とができたのは、これまでの20年間、私たちを応援し無

償の愛を注いでくれた家族、笑い励まし合ってきた友

人、時に厳しく時に優しく導いてくださった先生方、そ

して温かく見守っていただいた地域の方々など、多くの

皆さまに支えられてきたおかげです。

　この感謝の気持ちを忘れず、喜多方で生まれ育ったこ

とを誇り、成人としての決意を心に刻み、これからの人

生を歩んでいくことをここに誓います。

い  とう　　そう


